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1. 平成23年3月期第2四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日）

 (1) 経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第２四半期 2,443 10.7 △72 － △60 － 176 －

22年3月期第２四半期 2,207 △14.4 △63 － △59 － △197 －

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 11 78 －

22年3月期第2四半期 △13 17 －

 (2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 6,858 4,181 61.0 278 33

22年3月期 7,454 4,228 56.7 281 44

(参考) 自己資本 23年3月期第2四半期 4,181百万円 22年3月期 4,228百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 22年 3月期 － － － 3 00 3 00

 23年 3月期 － －

 23年 3月期(予想) － － －

  ※23年3月期(予想)の期末配当金については、未定であります。

3. 平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,500 △2.3 △430 - △410 - 60 - 3 99



  

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会

計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

 1.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四

半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

 2.平成23年３月期の配当金につきましては、現時点では未定とさせていただきます。今後の事業推移や

業績見通しを勘案の上で、決定次第速やかに開示を行う予定です。 

  

4. その他（詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期2Ｑ 15,400,000株 22年3月期 15,400,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Ｑ 375,098株 22年3月期 374,403株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Ｑ 15,025,344株 22年3月期2Ｑ 15,026,116株

（※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示）

（※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項）
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当第２四半期累計期間のわが国経済は、企業収益の改善や経済対策等の効果により景気回復の兆しが

見られたものの、依然として雇用情勢は厳しく、海外経済の減速懸念や急激な円高進行などにより、先

行き不透明な状況で推移しました。 

 このような情勢のもと、当社取扱貨物の中心となるばら貨物の荷動きが増加したことから、当第２四

半期累計期間の売上高は、24億４千３百万円となり、前年同期に比べ２億３千６百万円、10.7％の増収

となりました。 

 一方、売上原価は、売上高の増加に伴い荷役関係諸払費が増加したほか、第2低温倉庫の運営の自営

化対応に伴う諸費用の発生などにより、22億８千６百万円となり、前年同期に比べ２億５千１百万円、

12.4％の増加となりました。販売費及び一般管理費については、諸経費の増加はあったものの人件費を

削減したため、２億３千万円となり、前年同期に比べ５百万円、2.5％の減少となりました。 

 以上の結果、当第２四半期累計期間は、営業損失７千２百万円（前年同期は６千３百万円の営業損

失）、経常損失６千万円（前年同期は５千９百万円の経常損失）となり、四半期純利益については、低

温倉庫の契約先変更による違約金３億８千８百万円を収受したことにより、１億７千６百万円（前年同

期は１億９千７百万円の四半期純損失）となりました。 

セグメント別の営業の概況は、次のとおりです。なお、セグメント別の営業の概況における前年同期

比較は、前年同四半期において開示した部門別の営業の概況における金額に基づいて記載しておりま

す。 

（ばら貨物セグメント） 

 石炭、コークスを中心に荷役数量が増加し、109万トンと前年同期に比べ67.0％の増加となりまし

た。これに伴い関連する海上運送、保管、その他の各業務の取扱数量も増加しました。 

 以上により、ばら貨物セグメントの売上高は９億１千９百万円となり、前年同期に比べ２億８千２百

万円、44.3％の増収となりました。 

（液体貨物セグメント） 

 石油類は、白油・重油については取扱数量が増加したものの、タンクの稼働率は低下しました。ま

た、工業用原料油はタンクの一部が契約満了となりました。一方、化学品類は、取扱数量が増加しまし

た。 

 以上により、液体貨物セグメントの売上高は５億６千５百万円となり、前年同期に比べ９千１百万

円、13.9％の減収となりました。 

（物流倉庫セグメント） 

 危険物倉庫は、荷役業務でわずかに増収となりました。低温倉庫については、契約先変更により保管

業務は減収となりましたが、荷役業務は増収となりました。一方、冷蔵倉庫は、取扱数量が減少したた

め減収となりました。第2低温倉庫は、増収となりました。食材加工施設については、ほぼ前年同期並

みに推移しました。 

 以上の結果、物流倉庫セグメントの売上高は９億５千７百万円となり、前年同期に比べ４千５百万

円、5.0％の増収となりました。 
  

当第２四半期会計期間末の総資産は68億５千８百万円となり、前事業年度末に比べて５億９千６百万

円減少しました。これは受取手形及び売掛金などが増加したものの、投資有価証券が株式の時価の下落

等により減少したこと、減価償却の実施などにより有形固定資産が減少したことや現金及び預金が減少

したことが主な理由であります。 

負債合計につきましては、未払法人税等及び支払手形及び買掛金などが増加しましたが、受入建設協

力金が全額返済により残高がなくなったことや投資有価証券の時価の下落等により繰延税金負債(固定

負債、その他)が減少するなどした結果、前事業年度末に比べて５億４千９百万円減少し、26億７千６

百万円となりました。 

純資産合計につきましても利益剰余金は増加したものの、その他有価証券評価差額金の減少などによ

り前事業年度末に比べて４千６百万円減少し、41億８千１百万円となりました。 

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報
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キャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動によるキャッシュ・フローは６億６百万円の資

金増加となりました。投資活動によるキャッシュ・フローでは有形固定資産の取得による支出などによ

り９千５百万円の資金減少となりました。財務活動によるキャッシュ・フローでは受入建設協力金の返

済などにより、６億９千６百万円の資金減少となりました。これらの結果、当第２四半期会計期間末の

現金及び現金同等物（以下「資金」という）は６億７千万円となり、前事業年度末に比べて１億８千５

百万円減少しました。 

営業活動によるキャッシュ・フローでは、６億６百万円の資金増加（前年同期は５千９百万円の資金

増加）となりました。これは税引前四半期純利益を３億１千２百万円、減価償却費を２億５千１百万円

計上するなどしたことが主な理由であります。 

投資活動によるキャッシュ・フローでは有形固定資産の取得による支出を７千５百万円行ったことな

どから９千５百万円の資金減少(前年同期は１億８千４百万円の資金減少)となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローでは長期借入れによる収入が４億円ありましたが、長期借入金及

び受入建設協力金の返済による支出が10億４千１百万円、配当金の支払額が４千４百万円あるなどした

ため６億９千６百万円の資金減少(前年同期は７千７百万円の資金増加)となりました。 

  

通期の売上高は45億円、営業損失は４億３千万円、経常損失は４億１千万円、当期純利益は６千万円

と予想しております。なお、当該業績予想の前提等の詳細につきましては、平成22年10月25日公表の

「業績予想の修正及び役員報酬の減額に関するお知らせ」をご覧ください。 
  

減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却費については、事業年度に係る減
価償却費の額を期間按分して算定しております。 

一部の経過勘定項目について、合理的な算定方法による概算額で計上しております。 

該当事項はありません。 

  

第1四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年
３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平
成20年３月31日）を適用しております。 
これにより、当第2四半期累計期間の営業損失及び経常損失が1,319千円それぞれ増加し、税引前四
半期純利益が17,153千円減少しております。 
また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は23,188千円であります。 

  

(3) 業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用

①簡便な会計処理
(固定資産の減価償却費の算定方法)

(経過勘定項目の算定方法)

②四半期財務諸表の作成に特有の会計処理

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 会計処理基準に関する事項の変更
（資産除去債務に関する会計基準の適用）
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3. 四半期財務諸表 
(1) 四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 670,120 855,280

受取手形及び売掛金 426,269 350,725

貯蔵品 11,014 14,522

その他 62,622 76,535

貸倒引当金 △8,630 △7,661

流動資産合計 1,161,396 1,289,402

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 2,602,217 2,720,830

構築物（純額） 481,278 522,233

機械及び装置（純額） 464,869 512,018

その他（純額） 100,523 104,452

有形固定資産合計 3,648,888 3,859,534

無形固定資産 251,421 223,744

投資その他の資産   

投資有価証券 1,318,289 1,610,482

その他 478,109 471,595

投資その他の資産合計 1,796,399 2,082,077

固定資産合計 5,696,709 6,165,356

資産合計 6,858,106 7,454,758

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 224,714 187,755

1年内返済予定の長期借入金 395,390 428,514

未払法人税等 135,119 5,415

賞与引当金 19,430 40,457

その他 282,301 993,370

流動負債合計 1,056,955 1,655,512

固定負債   

社債 60,000 70,000

長期借入金 919,690 871,172

退職給付引当金 22,649 14,299

役員退職慰労引当金 106,586 96,626

環境対策引当金 80,843 85,035

資産除去債務 23,373 －

その他 406,140 433,301

固定負債合計 1,619,284 1,570,434

負債合計 2,676,239 3,225,947
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 770,000 770,000

資本剰余金 365,161 365,161

利益剰余金 2,841,505 2,709,651

自己株式 △53,471 △53,379

株主資本合計 3,923,196 3,791,433

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 258,670 437,378

評価・換算差額等合計 258,670 437,378

純資産合計 4,181,867 4,228,811

負債純資産合計 6,858,106 7,454,758

櫻島埠頭株式会社(9353) 平成23年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕(非連結)

－5－



(2) 四半期損益計算書 
【第２四半期累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 2,207,042 2,443,326

売上原価 2,034,151 2,286,011

売上総利益 172,890 157,315

販売費及び一般管理費 235,990 230,193

営業損失（△） △63,099 △72,878

営業外収益   

受取利息 1,255 1,004

受取配当金 13,909 19,549

受取家賃 4,218 4,008

その他 5,826 3,220

営業外収益合計 25,210 27,783

営業外費用   

支払利息 19,639 14,814

その他 1,641 104

営業外費用合計 21,280 14,918

経常損失（△） △59,169 △60,014

特別利益   

受取補償金 － 388,857

固定資産売却益 － 631

受取保険金 13,006 －

債務免除益 5,616 －

貸倒引当金戻入額 1,197 －

特別利益合計 19,820 389,488

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 15,833

固定資産除却損 5,240 1,163

特別損失合計 5,240 16,996

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △44,589 312,477

法人税、住民税及び事業税 1,890 134,688

法人税等調整額 151,448 857

法人税等合計 153,338 135,545

四半期純利益又は四半期純損失（△） △197,928 176,931
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【第２四半期会計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 1,096,391 1,258,373

売上原価 1,004,957 1,158,211

売上総利益 91,433 100,162

販売費及び一般管理費 116,266 104,543

営業損失（△） △24,832 △4,381

営業外収益   

受取利息 266 236

受取配当金 825 1,214

受取家賃 2,100 2,004

助成金収入 1,032 －

その他 900 729

営業外収益合計 5,124 4,184

営業外費用   

支払利息 10,154 6,731

その他 1,622 31

営業外費用合計 11,776 6,762

経常損失（△） △31,484 △6,959

特別利益   

受取補償金 － 388,857

受取保険金 13,006 －

貸倒引当金戻入額 254 －

特別利益合計 13,260 388,857

特別損失   

固定資産除却損 5,240 1,163

特別損失合計 5,240 1,163

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △23,463 380,734

法人税、住民税及び事業税 945 133,743

法人税等調整額 161,067 △1,026

法人税等合計 162,012 132,717

四半期純利益又は四半期純損失（△） △185,476 248,016
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△44,589 312,477

減価償却費 272,156 251,329

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 15,833

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,197 969

賞与引当金の増減額（△は減少） △10,781 △21,027

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,960 9,960

退職給付引当金の増減額（△は減少） △13,691 8,350

環境対策引当金の増減額（△は減少） △3,069 △4,191

受取利息及び受取配当金 △15,165 △20,554

支払利息 19,639 14,814

固定資産除却損 5,240 1,163

固定資産売却損益（△は益） － △631

売上債権の増減額（△は増加） 58,239 △75,543

たな卸資産の増減額（△は増加） 63 3,507

仕入債務の増減額（△は減少） △21,971 36,959

未払又は未収消費税等の増減額 1,728 △6,550

その他 △115,360 77,939

小計 141,201 604,806

利息及び配当金の受取額 15,151 20,564

利息の支払額 △17,299 △14,322

法人税等の支払額 △79,081 △4,276

営業活動によるキャッシュ・フロー 59,971 606,772

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の償還による収入 － 10,000

有形固定資産の取得による支出 △177,986 △75,034

無形固定資産の取得による支出 △2,065 △16,518

投資有価証券の取得による支出 － △10,227

その他 △3,956 △3,409

投資活動によるキャッシュ・フロー △184,007 △95,188

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 300,000 400,000

長期借入金の返済による支出 △214,792 △384,606

社債の発行による収入 98,577 －

社債の償還による支出 － △10,000

リース債務の返済による支出 － △179

受入建設協力金の返済による支出 △31,529 △656,869

自己株式の取得による支出 △244 △91

配当金の支払額 △74,918 △44,928

財務活動によるキャッシュ・フロー 77,093 △696,675

現金及び現金同等物に係る換算差額 △59 △68

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △47,002 △185,160

現金及び現金同等物の期首残高 743,404 855,280

現金及び現金同等物の四半期末残高 696,402 670,120
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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比較セグメント別売上高明細表 

 
(注) 前第2四半期累計期間及び前事業年度の数量、金額及び構成比につきましては、前年同四半期及び前事業年度末

に開示した部門別の数量、金額及び構成比を記載しております。 

  

4. 補足情報

セグメント

前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間 前事業年度

(平成21年4月～平成21年9月) (平成22年4月～平成22年9月) (平成21年4月～平成22年3月)

数 量 金 額 構成比 数 量 金 額 構成比 数 量 金 額 構成比

(千㌧・
(千円) (％)

(千㌧・
(千円) (％)

(千㌧・
(千円) (％)

千KL) 千KL) 千KL)

ばら貨物セグメント

 荷役業務 655 245,596 11 1,094 403,447 17 1,986 682,334 15

 海上運送業務 128 92,975 4 171 153,948 6 359 253,139 5

 野積保管業務 925 45,007 2 1,039 69,069 3 2,068 102,802 2

 倉庫保管業務 223 80,836 4 250 94,613 4 462 179,355 4

 陸上運送業務 105,025 5 112,841 5 218,869 5

 その他業務 67,427 3 85,131 3 144,322 3

計 636,868 29 919,052 38 1,580,825 34

液体貨物セグメント

 荷役業務 310 112,702 5 427 121,088 5 667 227,505 5

 保管業務 744 373,508 17 638 319,400 13 1,477 732,110 16

 陸上運送業務 109,215 5 87,150 3 198,669 4

 その他業務 61,353 3 37,743 2 88,448 2

計 656,779 30 565,381 23 1,246,734 27

物流倉庫セグメント

(危険物倉庫)

 荷役業務 18,590 1 20,051 1 37,741 1

 保管業務 53,199 2 53,199 2 106,398 2

 その他業務 990 0 990 0 1,980 0

 小計 (72,779) (3) (74,240) (3) (146,119) (3)

(低温倉庫)

 荷役業務 196,148 9 252,218 10 392,217 9

 保管業務 162,141 7 129,483 5 322,610 7

 その他業務 300 0 360 0 660 0

 小計 (358,589) (16) (382,062) (16) (715,488) (16)

(冷蔵倉庫)

 荷役業務 39,852 2 35,070 1 63,222 1

 保管業務 60,364 3 59,944 2 99,330 2

 陸上運送業務 2,280 0 1,775 0 3,751 0

 その他業務 8,048 0 3,048 0 11,499 0

 小計 (110,546) (5) (99,838) (4) (177,803) (4)

(第2低温倉庫)

 荷役業務 104,027 5 57,906 2 205,926 4

 保管業務 195,377 9 249,296 10 390,754 8

 陸上運送業務 - - 21,749 1 - -

 その他業務 - - 3,019 0 - -

 小計 (299,404) (14) (331,972) (13) (596,681) (13)

(食材加工施設)

 保管業務 40,027 2 39,032 2 79,059 2

 その他業務 30,814 1 30,814 1 61,629 1

 小計 (70,842) (3) (69,846) (3) (140,688) (3)

計 912,163 41 957,960 39 1,776,781 39

その他

 保険代理業務 1,231 0 932 0 3,057 0

合 計 2,207,042 100 2,443,326 100 4,607,398 100

液体貨物セグメント
   品種別内訳
石油類 (242) (531,477) (81) (312) (414,550) (73) (519) (987,590) (79)

 白油 141 174,251 27 191 134,956 24 322 347,545 28

 重油 75 119,449 18 103 117,348 21 150 236,918 19

 工業原料油 13 216,819 33 7 141,921 25 23 360,181 29

 アスファルト 11 20,957 3 9 20,323 3 23 42,944 3

化学品類 (67) (125,301) (19) (115) (150,830) (27) (147) (259,143) (21)

 輸入化学品 61 105,471 16 107 127,160 23 132 217,237 17

 国内化学品 6 19,829 3 8 23,670 4 15 41,906 3

計 310 656,779 100 427 565,381 100 667 1,246,734 100
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